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今
年
六
月
よ
り
、
第
一
六
代
香
友
会

会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
一
六
年
に
創
設
さ
れ
た
本
会
も
、

今
年
で
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

の
節
目
の
年
に
会
長
を
拝
命
す
る
こ
と

に
な
り
、
改
め
て
そ
の
重
み
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
二
七
年
か
ら
三
期
六
年
間
に
わ

た
り
務
め
ら
れ
ま
し
た
山
下
静
江
前
会

長
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
、
透
明
性
の
高

い
活
力
の
あ
る
香
友
会
を
引
き
継
い
で

い
く
所
存
で
す
。

　

本
会
は
、
学
園
卒
業
生
が
各
地
に
増

え
た
こ
ろ
、
香
川
綾
先
生
が
卒
業
生
の

活
躍
を
支
え
よ
う
と
し
て
設
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。
当
初
の
会
長
は
小
竹
絢
子

氏
、
副
会
長
は
調
理
学
の
大
野
富
美
江

教
授
で
、
学
園
の
現
役
の
教
職
員
で
し

た
。
そ
の
意
図
は
、
本
学
園
の
「
建
学

の
精
神
」
の
と
お
り
、
卒
業
生
が
「
食

を
通
し
て
人
々
を
健
康
に
す
る
」
の
を

支
援
す
る
た
め
で
し
た
。
一
般
的
な
同

窓
会
と
し
て
の
性
格
も
持
ち
つ
つ
、
む

し
ろ
卒
業
後
の
活
躍
を
支
え
、
生
涯
に

わ
た
る
学
び
と
社
会
的
実
践
を
学
園
と

共
に
行
う
た
め
で
あ
っ
た
と
言
え
ま

す
。

　

こ
の
設
立
の
理
念
は
、
今
で
も
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
第
一
〇
代

か
ら
一
二
代
を
務
め
た
吉
田
企
世
子
元

会
長
は
、支
部
活
動
に
力
点
を
お
か
れ
、

四
七
都
道
府
県
全
て
で
の
支
部
設
立
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
韓
国
に
も
留
学
生

を
中
心
に
同
窓
生
の
会
が
組
織
さ
れ
ま

し
た
。
支
部
主
催
の
研
修
等
の
支
援
も

大
幅
に
増
や
し
、
各
地
で
の
活
動
を
支

え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
は
、
多
く
の
活
動
休
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

新
し
い
手
段
を
得
て
、
今
年
か
ら
は
総

会
や
各
種
会
議
の
開
催
も
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
全
国
展
開
し
て
い
る

同
窓
生
の
会
と
し
て
、
こ
れ
を
機
に
離

れ
た
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
新
し
い
タ
イ
プ

の
活
動
を
掘
り
起
こ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
会
長
は
退
職
さ
れ
た
方
々
が

担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
は
定
年

退
職
し
た
も
の
の
現
在
も
副
学
長
・
教

授
と
し
て
勤
務
を
継
続
し
て
お
り
ま

す
。
学
園
の
動
向
を
常
に
把
握
し
、
ま

た
香
友
会
の
方
針
を
学
園
に
も
ご
理
解

い
た
だ
け
る
と
い
う
、
良
い
意
味
で
の

連
携
関
係
を
今
ま
で
以
上
に
築
い
て
い

け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
前
会
長
の
お
声
掛
け
で
在

学
・
在
校
生
全
員
へ
の
支
援
金
を
学
園

を
通
し
て
お
届
け
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
香
友
会
創
立
八
〇
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
『
香
窓
』
八
一
号
に
掲
載

し
た
よ
う
に
、
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

桜
の
木
の
贈
呈
と
記
念
誌
発
行
、
さ
ら

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
め
ぐ
る
卒
業
生
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
記

念
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
綾
栄
会
と
と
も
に
学
園

を
支
え
、
ま
た
各
地
で
の
卒
業
生
を
支

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

学
園
と
と
も
に
卒
業
生
の

つ
な
が
り
と
活
躍
を
支
え
る

香
友
会
を
め
ざ
し
て

香
友
会
会
長	

磯
田　

厚
子
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※１ 厚生労働省及び経済産業省が行う「予防・健康づくりに
関する大規模実証事業」における５つのテーマのうち「栄養」に
関する事業。具体的には、『食行動の変容に向けた尿検査及
び食環境整備に係る実証事業』として、食塩含有量が多い外
食や加工食品等を頻繁に利用している働きざかり世代を主な
対象とし、「健康診査の機会における尿中塩分測定 ナトリウム
／カリウムの比率等 と専門職による介入」及び「食環境整備」
に関する事業を実施し、食生活の改善に向けた行動変容、特
に食塩摂取状況の変化について検証するもの。

※２ ナトリウム（ カリウム（ の比率のこと。高血圧の
原因となる食塩のとりすぎ、血圧低下をもたらす野菜や果物な
どに含まれるカリウムの十分な摂取に着目し、考案されたのが、
「尿ナトリウム・カリウム比」。ナトリウムとカリウムの摂取バランスを
表す指標となり、この値が低いほど、食塩摂取量が少なく、野菜
などに多く含まれているカリウム摂取量が多いことが示され、逆に
値が高いと、食塩のとりすぎやカリウムの不足の可能性がある。

産官学連携による健康食生活提案プロジェクトの実施

⚫ 本取組は、高血圧予防に向けた食生活改善（食塩摂取量の減少、野菜摂取量の増加）を促進するた
め、 『食行動の変容に向けた尿検査及び食環境整備に係る実証事業』※１の一環として、日本高血圧
学会、川越市、女子栄養大学の協働による「みんなで下げよう！ナトカリ比※２プロジェクト」 として
実施されるもの。

⚫ このプロジェクトに、ヤオコーが協力し、プロジェクト実施店舗での健康キャンペーンを企画。キャン
ペーンは、お客様への食べ方の提案や商品の推奨について、わかりやすく、楽しみながら取り組め
る方法を検討、実施。

⚫ このほか、社員参加による健康状態（尿中ナトカリ比※２ ）のチェック。結果に基づく改善指導を実施
予定。

ヤオコー

みんなで下げよう！
ナトカリ比プロジェクト

日本高血圧
学会

［産官学連携によるプロジェクトの実施］

×

包括連携協定

協力

女子栄養
大学

川越市

桶
川
市（
埼
玉
県
）と
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

７
月
13
日
（
火
）、
桶
川
市
役
所
に
お
い
て
、
桶
川
市
と
本
学

と
の
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

桶
川
市
は
、
２
０
２
０
年
11
月

に
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
江
戸
時
代
、
農
産
物
の
集
散

地
と
い
う
地
の
利
を
得
て
、
中
山

道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
人
口

７
万
５
千
人
、
豊
か
な
自
然
と
住

宅
が
調
和
す
る
地
域
生
活
都
市

で
、「
べ
に
花
」
を
は
じ
め
、
米
、
野
菜
、
果
物
と
い
っ
た
農
産

物
に
も
恵
ま
れ
、
近
隣
自
治
体
と
比
べ
て
酪
農
業
も
盛
ん
で
す
。

　

こ
う
し
た
新
鮮
で
美
味
し
い
地
域
食
材
を
生
か
し
た
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
の
普
及
啓
発
、
地
域
食
材
の
魅
力
発
見
・
発
信

に
関
す
る
学
生
と
の
協
働
に
よ
る
取
組
み
、
大
学
教
員
に
よ
る
研

修
会
の
開
催
な
ど
本
学
の
専
門
性
の
高
い
教
育
力
や
実
践
力
を
生

か
し
た
取
組
み
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

神
田
女
学
園
中
学
校
高
等
学
校
と
高
大
連
携
教
育

協
定
を
締
結

　

８
月
２
日
（
月
）、
駒
込
キ
ャ
ン

パ
ス
松
柏
軒
に
お
い
て
、
神
田
女
学

園
中
学
校
高
等
学
校
と
高
大
連
携
教

育
協
定
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
田
女
学
園
中
学
校
高
等
学
校

は
、
１
８
９
０
年
創
設
、
１
３
０
年

の
伝
統
あ
る
学
校
で
あ
り
な
が
ら
、

た
ゆ
ま
ぬ
革
新
と
と
も
に
あ
る
「
革

学
園
ト
ピ
ッ
ク
ス

新
的
女
子
教
育
校
」
と
し
て
、
時
代
に
あ
わ
せ
た
教
育
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
か
ら
は
、「
ジ
ブ
ン
の
ド
ラ
マ
（
人
生
）
を
デ
ザ

イ
ン
（
選
択
）
す
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、新
コ
ー
ス
・

ク
ラ
ス
を
設
定
し
、
新
た
な
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

本
学
の
高
度
な
教
育
力
を
活
用
し
、
多
様
な
選
択
肢
の
中
で
自

分
ら
し
く
考
え
行
動
で
き
る
力
を
養
う
た
め
の
取
組
み
を
、
連
携

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
連
携
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
大
学
と
高

校
で
の
学
び
の
交
流
、
保
健
医
療
分
野
を
目
指
す
学
生
へ
の
模
擬

講
義
の
実
施
の
ほ
か
、
日
本
の
食
文
化
を
多
言
語
で
表
現
す
る
栄

養
学
の
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
講
義
の
実
施
に
関
し
て
も
高
校
か
ら
の
提

案
が
あ
り
、
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
調
整
し
て
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー
と
産
学
連
携
包
括
協
力
に

関
す
る
協
定
を
締
結

　

10
月
１
日
（
金
）、
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー
と
本
学
は
、
産
学
連

携
包
括
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー
は
、明
治
23
年
（
１
８
９
０
年
）
に
創
業
、

食
料
品
を
中
心
と
し
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
本
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
埼
玉
県
を
中
心

に
千
葉
県
、
群
馬
県
、
茨
城
県
、
東
京
都
、
栃
木
県
、
神
奈
川
県

の
１
都
６
県
に
１
７
５
店
舗
あ
り
ま
す
。
経
営
方
針
「
豊
か
で
楽

し
い
食
生
活
提
案
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
充
実
」
の
も
と
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」、「
お
か
げ
さ
ま
」、「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
掲
げ
、「
健
康
」
に
関
し
て
は
、
全
社
員
の
健
康
的
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
さ
ら
に
お
客
様
に
も
事
業
を
通
し

て
新
し
い
「
健
康
」
と
い
う
価
値
を
提
供
し
て
い
こ
う
と
取
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）に
は
、本
学
と
日
本
高
血
圧
学
会
、

川
越
市
の
協
働
に
よ
る
高
血
圧
予
防
に
向
け
た
食
生
活
改
善
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同
社
が
協
力
し
、
店
舗
内
で
の
健
康
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
取
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
６
日
～
23
日
の
期

間
限
定
に
て
、
ヤ
オ
コ
ー
全
店
で
販
売
さ
れ
た
埼
玉
１
５
０
周
年

記
念
『
地
産
地
消
弁
当
』
に
、
本
学
食
文
化
栄
養
学
科
４
年
生
６

名
（
衞
藤
久
美
准
教
授
の
ゼ
ミ
生
）
が
、
彩
り
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

等
の
面
か
ら
助
言
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
社
が
、
埼
玉
１
５
０

周
年
記
念
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
埼
玉
県
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

が
協
働
し
、
埼
玉
県
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
食
べ
応

え
抜
群
の
弁
当

を
企
画
・
開
発

し
た
も
の
で
、

販
売
促
進
用
の

ポ
ス
タ
ー
も
学

生
が
作
成
し
ま

し
た
。
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令
和
３
年
度　
「
浅
野
嘉
久
賞 

奨
学
金
」
を
授
与

　

６
月
９
日
（
水
）、
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
会
議
室
に
て
、
女
子
栄

養
大
学
大
学
院
入
学
生
奨
励
「
浅
野
嘉
久
賞
」
奨
学
金
が
浅
野
嘉

久
様
よ
り
、
奨
学
生
４
名
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
浅
野
嘉
久
賞
」
は
、「
野
口
医
学

研
究
所
奨
学
金
」
と
し
て
、
奨
学
寄
付
金
を

い
た
だ
い
て
い
る
米
国
財
団
法
人
野
口
医
学

研
究
所
の
名
誉
理
事
で
あ
る
浅
野
嘉
久
様
個

人
よ
り
、
奨
学
金
と
し
て
ご
寄
付
い
た
だ
き

創
設
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
７
回
目
の
授

与
と
な
り
ま
す
。
学
部
成
績
が
優
秀
か
つ
卒

業
研
究
に
熱
心
に
取
組
み
、卒
業
研
究
指
導
教
員
の
推
薦
も
あ
り
、

さ
ら
に
大
学
院
入
学
試
験
に
優
秀
な
成
績
で
合
格
し
た
修
士
課
程

の
入
学
生
か
ら
栄
養
学
専
攻
と
保
健
学
専
攻
の
２
名
ず
つ
計
４
名

を
対
象
に
、
１
名
に
つ
き
、
１
年
次
に
30
万
円
、
２
年
次
に
30
万

円
の
計
60
万
円
が
学
納
金
に
充
当
さ
れ
る
も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
「
Ｄ
Ｎ
Ｐ
奨
学
金
」
を
授
与

　

10
月
５
日
（
火
）、
駒
込
キ
ャ
ン
パ
ス
松
柏
軒
に
て
、「
Ｄ
Ｎ
Ｐ

奨
学
金
」
が
奨
学
生
10
名
に
、
香
川
明
夫
学
長
よ
り
奨
学
証
書
が

授
与
さ
れ
、
続
い
て
、
㈱
Ｄ
Ｎ
Ｐ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス　

取

締
役
常
務
執
行
役
員
の
北
山
拓
夫
様
よ
り

奨
学
金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
同
社
と
の
連
携

協
力
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
栄

養
学
部
・
短
期
大
学
部
の
最
終
学
年
に

在
籍
す
る
成
績
優
秀
者
10
名
に
奨
学
金

（
10
万
円
）
と
し
て
給
付
さ
れ
る
も
の
で
、

今
年
で
９
回
目
の
授
与
と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
に
「
食
の
支
援
」

　

７
月
８
日
（
木
）、
10
月
12
日
（
火
）・
13
日
（
水
）、
11
月
11

日
（
木
）・
12
日
（
金
）、坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、学
生
へ
の
「
食

の
支
援
」
と
し
て
食
料
品
等
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

一
人
暮
ら
し
の
学
生
等
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い
状
況
の
長

期
化
な
ど
に
よ
り
、
生
活
費
が
減
少
し
、
食
品
の
入
手
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
こ
と
や
健
康
面
、
精
神
面
も
不
調
に
な
り
が
ち
で

あ
る
学
生
に
、
経
済
的
支
援
と
健
康
維
持
を
目
的
に
緊
急
支
援
措

置
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
の
回
の
食
の
支
援
に
お
い
て
も
、
３
０
０
～
３
６
０
名

程
の
学
生
が
食
料
品
等
を
大
切
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

「
７
月
８
日　
第
１
回　
食
の
支
援
」

　

米
、
味
噌
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
味
噌
汁
、
魚
の
缶
詰
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
食
料
品
は
、「
緊
急
支
援
奨
学
募
金
」
の

中
か
ら
、
45
万
円
を
購
入
費
と
し
、
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
他
、

㈱
東
北
食
糧
様
、
㈱
極
洋
様
、
ひ
か
り
味
噌
㈱
様
か
ら
、
ご
提
供

頂
い
た
も
の
で
す
。

「
10
月
12
日
・
13
日　
第
２
回　
食
の
支
援
」

　

切
り
餅
、
乾
麺
う
ど
ん
、
味
噌
、
魚
の
缶
詰
の
配
布
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
日
の
食
料
品
も
、「
奨
学
緊
急
支
援
奨
学
募
金
」
の

中
か
ら
、
９
万
１
千
円
を
購
入
費
と
し
、
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
他
、
城
北
麺
工
㈱
様
、
埼
玉
県
農
業
大
学
校
様
、
㈱
ベ
ル
ク
様

か
ら
、
ご
提
供
頂
い
た
も
の
で
す
。

「
11
月
11
日
・
12
日　
第
３
回
食
の
支
援
」

　

ス
ー
プ
は
る
さ
め
、
米
、
充
填
豆
腐
、
お
か
ら
パ
ウ
ダ
ー
、
衛

生
用
品
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
食
料
品
等
も
、「
緊

急
支
援
奨
学
募
金
」
の
中
か
ら
、
45
万
８
百
円
を
購
入
費
と
し
、

充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
他
、
さ
と
の
雪
食
品
㈱
様
か
ら
ご
提
供

頂
い
た
も
の
と
㈱
東
北
食
糧
様
、
ひ
か
り
味
噌
㈱
様
、
㈱
栗
原
医

療
機
器
店
様
か
ら
ご
支
援
頂
い
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
駒
込
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
も
、
12
月
中
旬
に
短
期
大

学
部
と
専
門
学
校
の
学
生
・
生
徒
に
「
食
の
支
援
」
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。
今
後
も
状
況
を
見
な
が
ら
、
学
生
・
生
徒
へ
の
支
援

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
３
年
度　
香
川
栄
養
学
園
「
家
計
急
変
給
付

奨
学
金
」・「
臨
時
奨
学
金
」
に
つ
い
て

　

昨
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
本
奨
学
金
を
通
じ
て
、
今
年
度
も
経

済
的
な
支
援
が
必
要
な
学
生
・
生
徒
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
家
計
急
変
給
付
奨
学
金
」

　

本
奨
学
金
は
、
修
学
意
欲
、
人
物
と
も
に
優
良
で
あ
り
な
が
ら
主

た
る
家
計
支
持
者
の
失
業
、
倒
産
等
に
よ
り
家
計
状
況
が
急
変
し
、

修
学
困
難
に
な
っ
た
学
生
・
生
徒
に
、
今
年
度
後
期
の
学
費
か
ら
給

付
額
相
当
の
免
除
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す（
給
付
額
：
20
万
円
）。

　

７
月
中
旬
、
申
請
者
８
名
（
大
学
５
名
・
専
門
学
校
３
名
）
に

つ
い
て
、
後
期
学
納
金
か
ら
20
万
円
を
減
免
い
た
し
ま
し
た
。

「
臨
時
奨
学
金
」

　

本
奨
学
金
は
、
臨
地
・
校
外
実
習
先
及
び
教
育
実
習
先
施
設
等

か
ら
実
習
予
定
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
自
粛
の
要
望
等
に
基
づ
き
、

本
学
園
が
当
該
学
生
に
対
し
て
実
習
開
始
前
１
ヶ
月
間
、
ア
ル
バ

イ
ト
の
禁
止
ま
た
は
自
粛
の
要
請
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来

得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
一
部
の
補
填
を
受
け
ら

れ
る
も
の
で
す
（
給
付
額
：
一
律
２
万
円
）。

　

第
一
次
申
請
者
（
申
請
期
限
９
月
30
日
）
86
名
（
大
学
43
名
・

短
期
大
学
部
２
名
・
専
門
学
校
41
名
）に
つ
い
て
、10
月
25
日
よ
り
、

直
接
現
金
に
て
給
付
い
た
し
ま
し
た
。
第
二
次
申
請
（
申
請
期
限

11
月
15
日
）、
第
三
次
申
請
（
申
請
期
限
：
令
和
４
年
１
月
７
日

迄
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
の
綾
栄
会
ニ
ュ
ー
ス
に
て
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

綾
栄
会
事
務
局
よ
り
の
ご
報
告

皆
さ
ま
か
ら
ご
支
援
頂
き
ま
し
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

緊
急
支
援
奨
学
募
金
」
に
つ
い
て
の
ご
報
告
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個人

法人

⃝ 2回以上ご寄付をいただいた個人・法人のご芳名も1回の掲載とさ
せていただきました。

⃝ 住所・氏名など変更がありましたら、お手数ですが綾栄会事務局
（TEL03 - 3918 - 3701 E-mail:bokin@eiyo.ac.jp）までご連
絡をお願いいたします。
また、綾栄会に関するご希望、ご意見も遠慮なくお寄せください。

ご寄付をいただいた方々のご芳名を掲載しております
（五十音順、敬称は省略させていただきました）。
ご支援を賜りありがとうございました。御礼申しあげます。

香 川 栄 養 学 園

ご 寄 付 者 一 覧 第58回報告

令和3年4月〜 9月末日お申し込み分

大沼　由美子
大野　治信
小川　孝
小川　幸子
沖井　澄子
荻原　英子
奥嶋　研司
奥嶋　佐知子
奥堂　雅之
奥村　美穂
長田　斎
小澤　陽子
小野　仁子
皆田　健太郎
香川　明夫
香川　靖雄
葛城　裕美
金澤　久美子
金田　雅代
亀田　紘子
川内　唯之
川上　典子
河上　恭雄
川嶋　公子
川代　和史
川西　京也
川端　輝江
川原田　聡子
河村　とも子
菊池　信子

木下　峻介
木原　裕子
國吉　君子
久野　かほる
久保田　徳子
熊沢　孝仁
栗本　洋子
慶田　美佐子
計良　智子
小久保　和代
小松　孝正
五明　紀春
小森　明
坂上　範子
阪　泰彦
﨑川　康子
佐々木　陽子
佐々木　浩二
佐藤　恵美
佐藤　智英
佐藤　由深子
志田　佐代子
柴田　圭子
柴宮　勝子
嶋田　さやか
須加　一昭
菅原　久美子
鈴木　優子
関根　伊佐子
関本　典子

染谷　忠彦
髙城　孝助
高野　靖子
竹島　瑞穂
田島　初男
立野　恵美子
田中　さち子
田中　芳郎
田中　久子
田村　久子
多山　法子
辻村　由美
土屋　純一
角田　美恵子
坪井　和男
手島　康子
出羽　式子
東畑　朝子
富沢　美恵
富永　暁子
冨野　博樹
中里　富美子
中津井　祐一
中村　君枝
中村　準
中屋　祐子
仁居舎　芳夫
西浦　希
西浦　歩
仁田　玲子

新田　遥香
蜷川　絢美
日本健康相談活動
学会 第17回学術
集会　道上恵美子
根岸　由紀子
野村　義行
箱山　良治
橋詰　廣道
橋本　幸治
長谷川　満
羽鳥　洋子
原　智子
原口　英男
人見　啓子
平林　宣子
深堀　聖子
吹春　秀典
福島　馨子
古川　瑞雄
古海　大輔
細野　幹人
牧　純子
松尾　節子
松尾　鉄城
松本　仲子
眞山　静子
丸藤　次男
箕輪　かよ
向井　邦江

卒業生
篤志家
学園教職員

相原　晶子
青木　章子
浅野　嘉久
足立　望
安孫子　美鈴
井　ヒトヱ
飯島　元子
池田　茂穂
石田　憲治
石原　雅義
石山　三貴男
一松　倫子
伊藤　雅子
稲葉　三起夫
井上　直子
井元　りえ
岩井　幸子
岩間　範子
岩本　智子
上原　美智子
内野　美保
大越　理恵
大﨑　繁一
太田　力
太田　由恵
大谷　文子
大沼　久美子

有限会社　ＲＭステーション
株式会社　アイト
株式会社　イワセ・エスタ東京
公益財団法人　浦上食品・食文化振興財団
オーエーリックス株式会社
大野消防設備株式会社
有限会社　大場電気管理事務所
香川県農業協同組合
株式会社　内田洋行　　

株式会社　クリーンサービス
株式会社　グローバルセンター
株式会社　鍬谷書店
株式会社　圏央電設
坂創設備工業株式会社
杉本刃物株式会社
株式会社　創源　
有限会社　タイアップ・ユウ
第一生命保険株式会社

株式会社　ダンアート
ハウスウェルネスフーズ株式会社
株式会社　不二ビルサービス
米国財団法人　野口医学研究所
株式会社　ベルク
株式会社　ユース
株式会社　ライセンスアカデミー
株式会社　Y&M

香川栄養学園　教育・研究促進事業

《募金報告》

個人 法人 合計
金額（円） 件数 金額（円） 件数 金額（円） 件数

今回58号報告分
令和3年4月〜 9月 6,873,581円 245件 5,469,092円 29件 12,342,673円 274件

古本募金
令和3年4月〜 9月受付分 60,258円 37件

（1,348冊）

村上　陽子
森原　直見
矢野　大介
山田　恵子
山本　妙子
山森　美里
吉岡　久
吉川　僚一
吉田　美智子
吉原　路子
脇田　慎司
渡部　修司
渡邉　容子

保護者
在校生

石川　雅博
大久保　貴予
鈴木　あつみ
仁居舎　幸枝
根木　淳成
松山　晶子
宮田　保彦

匿名　74名
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